
お
参
り
の
仕
方

　
五
仏
加
持
と
い
い
、
仏
様
と
私

と
人
々
の
三
つ
の
力
が
合
わ
さ
っ

て
不
思
議
な
力
を
生
み
出
す
と
い

う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
仏
我
衆
生

の
三
心
の
妙
力
で
す
。
各
々
の
お

堂
で
仏
様
を
礼
拝
し
、
心
を
清
め
、

願
い
を
唱
え
て
、
そ
し
て
玉
の
石

を
撫
で
て
そ
の
加
持
力
を
得
ま
す
。

　
ま
ず
、
本
殿
お
茶
堂
の
弘
法
大

師
さ
ま
御
作
の
弘
法
大
師
に
礼
拝
。

❶
　
手
を
洗
い
口
を
漱
ぎ
、
門
で
邪

心
と
苦
難
を
降
ろ
し
、
仕
合
わ
せ
の

金
を
撞
い
て
、
仏
の
清
ら
か
な
心
を

起
こ
す
。

❷
　
香
と
灯
明
。
で
き
れ
ば
線
香
を

二
把
点
け
、
一
つ
は
本
殿
も
う
一
つ

は
そ
れ
を
持
っ
て
三
重
塔
か
ら
巡

る
。

❸
　
金
を
打
ち
心
を
落
ち
着
け
る
。

❹
　
も
う
一
打
で
心
を
仏
に
向
け
ま

す
。
お
茶
堂
で
は
弘
法
大
師
に
意
欲

の
祈
願
す
る
。
自
分
の
中
に
、
意
欲

が
湧
い
て
く
る
よ
う
に
祈
願
る
。

❺
　
清
ら
か
な
心
で
自
分
の
所
願
成

就
の
祈
願
。
亡
き
人
の
供
養
や
、
病

気
平
癒
や
、
合
格
や
祈
願
成
就
の
祈

願
す
る
。

❻
　
玉
の
石
を
撫
で
て
仏
の
力
を
頂

き
ま
す
。
❼
併
せ
て
諸
人
の
祈
願
成

就
と
幸
福
を
祈
り
ま
す
。
そ
し
て
玉

の
石
を
撫
で
て
人
々
の
力
を
得
ま

す
。

❽
　
最
後
に
、
弘
法
大
師
さ
ま
と
自

分
の
意
欲
力
と
人
々
の
力
と
が
合
わ

さ
っ
て
成
就
す
る
よ
う
に
祈
願
す

る
。･･･

順
次
②
③
④
と
祈
願
し
て

心
を
落
ち
着
け
、
力
を
得
ま
す
。

- ８-－３－ －２－－１－

国宝　仁王門　
今から六七〇年前に建てられたもので雄功豪抜な鎌
倉期の特徴を発揮しており楼門の蛙股は運慶の作と
云われその繊巧秀美なることは当代の傑作といいま
た左右の仁王像（県指定文化財）は湛慶の作といわ
れています。

国重要文化財　本堂
この本堂は、国宝の二王門とほぼ同じ時期の建築と
されているが、嘉永 6 年（1853 年）の同寺を描い
た古絵図には阿弥陀堂の呼び名が書き入れられ、現
在の阿弥陀堂を本堂としている。各所の手法は力強
く、鎌倉時代末期の建築の特徴をよく残している。

国重要文化財　三重塔
高さ 24.1 ｍ。全体の容姿はよく均整が取れ、鎌倉
時代の特色を伝える建物である。なぜか一階部分の
み白壁塗りがある。境内の中心に位置し、五つの仏
から成る曼荼羅世界を構成する。

国重要文化財　鐘楼
この鐘楼は元弘三年に建てられたもので四方に腰袴
がついており全国でも珍しいものです。

国重要文化財　銅鐘
国重要文化財　護摩堂
天竺と和洋折衷の建造物の多い中でこの堂宇のみが
純粋な和様建築である点に特色があり他の建造物と
異なっている点はたるきがなく舟ひじきどめとなっ
ていることです。

①

②

③

④

⑤

国重要文化財鬼子母神
この堂は訶梨帝母天（鬼子母神）をお祀
りしており子宝に恵まれない方々のお詣
りがあとをたちません。この堂宇中央蛙
股は非常に繊細な作りで美しくこの様に
小さな建造物に拘わらずひじきのところ
や釘かくしなど特徴あるものとなってい
ます。

国重要文化財　五輪塔

県重要文化財　
護摩堂不動明王二童子

宝物館衛門三郎玉の石
菩薩面
二童子面
獅子頭
石剣
掛け仏
以上県市重要文化財

弘法大師真筆
山頭火句

⑥

⑦

①①

② ⑥

④

⑤

①

④

　⑥ 4 頁

仏陀世界

3２

1

厠

零

⑤③

③
奥の院

②

⑦

供養世界
ビルマ硫黄島

えひめ丸
阪神震災

お山四国
四十九日参り

１

パワースポット
仕合わせの鐘　奪い合いでなく与え合う仕合わせの鐘

弘法大師修行場と四国八十八霊場

密教胎蔵界と金剛界　マントラ洞窟

しょうじょう寺五百羅漢　奥の院
一木彫りの羅漢像と修行します。永代供養塔

日中友好戦争反省平和を祈念して中国のデザインで建立

日本最大の弘法大師　　日中友好再生成就大師
合格祈願　　

四国八十八霊場お砂なで　
石手寺は遍路創始の衛門三郎の寺です。霊場参りを重
ね砂を安置。撫でて心身を新たに回復します

印度グランプリ作家仏陀石仏群４頁

①

１

⑥

⑤

④

③

②

再生、玉の石  四国遍路開創  衛門三郎縁起
南に数里程の荏原の里に、衛門三郎という長者がいた。ある日門前に
一人の薄汚れた僧が行き場もなく途方に暮れて「どこでもよいから一
晩泊めてくれませんか」と懇願した。三郎は開墾に夢中で聞こえない。
僧がしつこく頼むので彼は「わしは忙しい、仕事の邪魔だ、汚いものめ、
働かぬからだ」と、突き飛ばし、僧が持っていた托鉢の鉢は落ちて八
つに割れた。僧は実は弘法大師であったが落胆して去り、その後三郎
の八人の男子が悉く死ぬ。衛門三郎は、最愛の子をなくし何も手につ
かなくなる。働き者であった彼を村人はいつしか、「強欲非道の怠け
者」と呼ぶようになった。家も荒れ果て、ついに彼は家をすて身を忘
れてあの僧に会いたいと出奔する。四国をまわること二十一回、いつ
しか三郎の姿はあの薄汚い僧に似ていた。彼はある所ではことごとく
宿を断られ、ときにやさしく迎えられた。「ああ、人の心を知りぬれば、
さはあらじを」。遂に阿波の国焼山寺の麓で病に倒れ息も絶え絶えに
なる。その時突然弘法大師が枕元に現れ「よくぞ修行し改心した。望
みが有ればかなえよう」と言うと、三郎は「生まれ変われるものなら
ば、領主に生まれ人を助けたい。今度こそはお泊めしたい」と言うと、
彼の手に一寸八分の石に衛門三郎と彫み授けた。衛門三郎は安心して
息を引き取った。それより幾許の年月をへてかこの地の豪族河野息利
に男子が生まれたが右の手は握ったままで開かないので、この寺で祈
願したところ手の中から ” 衛門三郎 ” と書かれた石がでてきた。そこ
でこの石を当山に納め、寺号を安養寺から石手寺に改めた。現在 ” 衛
門三郎玉の石 ” は宝物館に安置してある。（仏教入門１参照）

元気石　再生石
石を一つ持って帰り、一年したら七添えて七転び八起きの石として返
す。衛門三郎伝説にちなんで、元気と改心、復活を得る。

鬼子母神　子宝石
鬼子母神の境内の石を持ち帰ると子宝に恵まれると伝わる。昔、長寿
の為に他人の子をさらっては食らっていた鬼が、ブッダに自分の子を
隠され、鬼は子を慕う母親の思いを痛感する。自分の子がいなくなっ
たことで母心を得て改心し、子宝の神様に生まれ変わった話から、こ
この石を持ち帰ると子が授かると伝えられる。授かると二つ石を添え
て返す。持ち帰った石には子の名前を書く。御礼参り、着帯安産祈願
は有名。初参り七五三をしたい。

２

３

石
手
寺
由
来 

法
隆
寺
文
様
の
瓦
が
出
土
し
法
隆
寺
系
統
の
荘
園
に
立
脚
し
て
六
七
〇
年
頃
に
最
初
の

堂
宇
が
建
立
さ
れ
た
。
寺
伝
に
は
聖
武
天
皇
の
神
亀
五
年
に
伊
予
の
大
守
越
智
玉
純
が

霊
夢
を
蒙
り
天
人
、
二
十
五
菩
薩
が
来
臨
せ
ら
る
る
の
を
見
て
こ
の
地
を
浄
域
と
し
て
十
二
社
権
現
を
祠
り
勅
願
所
と

定
め
た
と
あ
る
。
以
来
千
二
百
有
余
年
そ
の
状
を
古
式
に
よ
り
毎
年
再
現
し
て
「
お
練
り
供
養
」
と
し
て
諸
仏
菩
薩
を

供
養
し
て
い
る
。
式
典
に
使
用
す
る
古
面
、
装
束
の
う
ち
菩
薩
、
天
人
、
獅
子
等
は
平
安
、
奈
良
、
鎌
倉
の
諸
代
に
わ

た
る
傑
作
で
寺
宝
と
し
て
宝
物
館
に
安
置
せ
ら
る
。
本
尊
は
薬
師
如
来
で
天
平
元
年
行
基
菩
薩
の
開
眼
に
よ
る
。
平
安

朝
よ
り
室
町
期
に
至
る
間
が
最
も
隆
盛
期
で
寺
域
東
西
数
十
丁
七
堂
伽
藍
六
十
六
坊
を
有
し
た
が
、
永
禄
九
年
長
曽
我

部
氏
の
兵
火
の
た
め
に
十
二
間
四
面
重
層
の
金
堂
を
焼
失
し
た
。
現
在
、「
鎌
倉
の
昔
を
今
に
寺
の
鐘
」
と
詠
ま
れ
る

よ
う
に
鎌
倉
か
ら
室
町
初
期
の
国
宝
重
要
文
化
財
七
件
他
多
数
の
文
化
財
を
擁
し
、
地
方
に
は
希
有
の
古
刹
で
あ
る
。

ま
た
「
伊
予
の
秋
石
手
の
寺
の
香
盤
に
海
の
色
し
て
立
つ
煙
か
な
」（
与
謝
野
晶
子
）
と
詠
ま
れ
四
国
大
師
信
仰
の
中
心
で

あ
る
。
お
茶
道
の
大
師
尊
像
は
弘
法
大
師
の
御
作
で
あ
り
、
大
師
に
悩
み
を
訴
え
る
善
男
善
女
が
後
を
絶
え
な
い
。

お茶堂弘法大師

本堂薬師如来

不動明王

阿弥陀如来

大師堂

線香
供養

釈迦如来

観音堂

ブッダ学習館
衛門三郎と大師

道後温泉
伊佐爾波神社
宝厳寺

日中友好
日本一大師

水子供養
宝物館

天災人災供養
自殺者供養地蔵

①本殿　　弘法大師
②三重塔　釈迦如来
③鐘楼
④弁財天　学問学芸財宝成就
⑤穴地蔵　穴病平癒
⑥水天　　
⑦弥勒堂　友情人間関係成就
⑧護摩堂　不動明王
⑨一切経堂　学問成就
⑩鬼子母神　子宝安産
⑪大師堂　　巡礼祈願所
⑫十二社権現　財宝
⑬本堂　　　薬師如来
⑭韋駄天　再生元気石
⑮大師修行洞窟 88 御砂踏
⑯五百羅漢
⑰毘沙門堂　財宝仕事成就
⑱帝釈天　不敗祈願所
⑲随求堂　強い所願成就
⑳観音堂　苦難除去
21 硫黄島ビルマ不殺生平和碑
22 子育地蔵
23 阿弥陀堂
24 仏陀学習館

曼
荼
羅
五
仏
パ
ワ
ー
玉
の
石

不殺生平和万灯会
夏は戦死者、災害死者、自殺された方々
を供養し、人の痛みを知り、安穏を祈願

します。冬は新年を
迎えるために、過去
の灯を持って巡礼し
て新たな平和を祈り
ます。灯明に祈願と
名前を書き、灯して
自分の灯と、他人の
灯が照らしあい、互
光となって、喜ばれ
る喜びを増益して幸
福をつくります。

各種受け付け
開運厄よけ祈願

学業合格・病気平癒　所願成就

子宝・着帯安産祈願
七五三初参り　結婚式　四国参り

永代供養・水子供養

お
寺
参
り
で
す

必
ず
本
殿
（
御
作
弘
法
大
師
）
で

線
香
供
養
し
、
五
仏
五
智

慧
の
諸
堂
を
参
拝
し
ま
す

ご
自
分
の
祈
願
の
後
で
、
必
ず
あ
ら
ゆ
る
人
の

幸
福
祈
願
を
し
て
、

自
他
と
も
に
皆
幸
福
な
る
こ
と
を
祈
願
し
ま
す

不
動
明
王

釈
迦
如
来

弘
法
大
師

薬
師
如
来

阿
弥
陀
如
来

　  

与
え
合
う
幸
福
　
　   

喜
ば
れ
る
喜
び
　
　  

人
の
痛
み
を
知
る
　
　
　
み
ん
な
一
緒
　
　
　
　
　
奮
　
起

　
大
安
楽
　
　
　
実
現
力
　
　
　
慈
愛
力
　
　
　
意
欲
力
　
　
　
清
浄
力
　
　

自
他
と
も
に
す
く
う
大
師
石
手
寺

伊
予
の
秋
　
石
手
の
寺
の
香
盤
に
　
海
の
色
し
て
立
つ
け
む
り
か
な
　
与
謝
野
晶
子

御
仏
の
瞳
は
慈
悲
に
輝
き
て
悩
み
と
罪
の
子
ら
に
微
笑
む
　
　
　
四
一
世
方
丈
俊
章

　  

奪
い
合
わ
ず

弘
法
大
師

本
堂

本
殿

名
に
し
お
ふ
石
手
の
寺
の
玉
の
石
く
ち
ず

く
づ
れ
ぬ
し
る
し
な
る
ら
ん
　
　
　
尊
栄

石
手
寺
や
何
堂
彼
堂
弥
勒
堂

石
手
寺
へ
廻
れ
ば
春
の
日
暮
れ
た
り

南
無
大
師
石
手
の
寺
よ
稲
の
花

二
の
門
は
二
町
奥
な
り
稲
の
花

見
あ
ぐ
れ
ば
塔
の
高
さ
よ
秋
の
空

子
規

冬
木
立
寺
に
蛇
骨
を
伝
へ
け
り
　
　
漱
石

草
餅
や
寺
の
前
な
る
へ
ん
ろ
宿

お
遍
路
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
道
お
し
ゆ

杖
上
げ
て
吼
ゆ
る
犬
追
ふ
遍
路
哉

海
の
色
と
は
人
々
の
悩
み
の
深
さ
と
祈
り
の
濃
さ
を
い
う

と
先
々
代
は
言
わ
れ
る
。
先
代
俊
行
方
丈
に
は
「
ひ
と
の

痛
み
を
知
れ
」
と
た
び
た
び
叱
ら
れ
た
。
四
三
世
代
。

元
気
の
出
る
左
回
り

慈
悲
の
右
回
り

阿
弥
陀
如
来

釈
迦
如
来

薬
師
如
来

不
動
明
王

本
殿

本
堂

永
遠
の
命
　   

仕
事
繁
盛   

　
恋
愛
友
情 

　
　 

夢
成
就  

　  

学
業
合
格

本
殿
御
自
作

弘
法
大
師

国
宝

旧
国
宝
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２
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22
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２
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８

23

本
殿

本
堂

24

節分厄よけ招福祭
年の始めを皆一緒の気持で祈願し、一
年の所願成就と安穏を祈ります。県内
外から十万人の善男善女が詰めかけ、
境内は埋めつくされ、幸福祈願一色に
なります。

福徳授与灌頂祭
１０月２０日より
最も重要な行事。本堂内に曼荼羅壇を
つくり、お一人ずつ真言を唱え清い水
を注ぎ、五鈷金剛を手にして、心の平
等平安と悟りの儀式をします。特製五
色五仏智慧念珠を授与。

1995 年大晦日アジア太平洋戦争敗戦５０周忌に「仏教徒の戦争責任」戦争懺悔
の不殺生平和万灯会～現在

1999 年ヒロシマ平和の灯を四国霊場会で遍路し石手寺結願。各地で被曝証言会
2000 年１月阪神震災被災者県内在住の「希望の灯り」。７月長崎平和公園にて「長

崎を最後の被爆地とする誓いの火」を採火　水俣湾に慰霊供養し、「もやい直
しの火」。１２月ヒロシマの残り火　心に刻むメモリアル行脚

2001 年７月１日沖縄平和の礎慰霊と採火（証言）
2001 年 10/27　アフガン報復戦争に対して「10.27 不殺生の祈り」。
2002 えひめ丸犠牲者追悼 9､ 11 犠牲者追悼と非戦の祈り。
2002 年 7/1 韓国侵略不殺生の祈り（懺悔と追悼非戦の誓い）
2003　3.11 イラク戦争とあらゆる戦争暴力に反対する不殺生の祈り 80 ｶ寺と
2006 年 12/14　知覧特攻隊者慰霊不殺生の祈り
2007 年 6 月２日　マレー半島侵略不殺生の祈り
2008 年 5 月７日　ビルマ国境での太平洋戦争犠

牲者追悼、ビルマ内戦犠牲者追悼と平和の祈り
2008 年 10 月 1 ７日四川省成都にて成都重慶日

本軍無差別爆撃犠牲者追悼と反省と平和の祈り
2008 年 11 月佐田岬半島特別潜水艦戦死者 9 名

追悼
2011 年　東日本大震災救援追悼
　ビルマ慰霊塔・硫黄島慰霊塔供養

戦跡訪問と不殺生平和の祈り

自他を照らす　　　　互光



絶望人は永遠に他者を食い物にするのか

①ブッダ誕生　
戦乱の中にゴータマ・ブッダ誕生。

②欲望と快楽
　

⑦転法輪　教えを広め同行を歩む
ブッダの教えはまず明らかでないこと、つまり神の有無やあの世の有無や次の世

の有無などの不明確な見解を採用しない。なぜなら、それら不確定な見解や思
い込みによって人々は妄想し対立し闘争するからである。ブッダは「こうすれ
ば苦がなくなる」という現実を説く。その上で、ブッダは私達の生存を大洪水

と見る。大洪水とは、私達の一人一人が
欲望の激流であり、欲望によってあれこ
れを自己中心的に妄想し、私物化して魅
惑物のピノキオワールドを映し出し、そ
の自作自演の欲望世界のぬかるみに居
て、ぶつかりあい奪いあって互いに傷つ
けあっているのであるが、また、互いに
その欲望幻想を誇示しあって、欲望の激
流と激流が刺激し合い、ぶつかりあいの
全体としての大洪水をつくり出している
様相である。この大洪水を停止するには
諸事物の私物化を停止する。欲望を制御
し私物化を停止する。その時、私達は取
ることもなく捨てることもなく、一切所
平等平安となる。( 仏教入門２参照 )

⑤出家・苦行　諸思想を学び　見えない矢　を発見する
ゴータマは人間の苦しみ、闘争、はかなさ、について考えた。ゴータマは修行者の群れに飛び込み、転々と諸賢人の許で修練する。
またもろもろの苦悩の人々と出会い人生経験を積む。人はなぜもろもろの苦しみを受けるのか。人間はなぜ戦争をするのか。飢え苦
しみ生存闘争に明け暮れ他人を踏みつけるのか。満足しない貪欲。対立し闘争する恨み怒り。無知と他人の痛みへの無関心。傲慢と
不信。その根底には人間の欲望があることをつきとめる。心の深奥に潜む見難い矢を発見する。そんな時、６年の苦行の末に菩提樹
の下でスジャータにもらうお粥は、ゴータマに人々とともに親和する敵対のない安穏な境地をもたらした。それは言いようのない至
福の境地であった。ぶつかりあい奪い合うのではなく、与え合う和解と親和なる皆いっしょの生存がある。

⑥克己覚悟　欲望の洪水と戦う、
諸事物の私物化を克服
しかし、欲望の魔物が襲ってきた。快楽をむさぼれ。財宝をためよ。

自分をまもれ。わが一族の為に
戦え。敵を滅ぼせ。そして次の
魔が来た。私こそがすぐれてい
る。皆のもの、私こそを崇拝せよ。
そして次の魔が来た。私はこの覚
りを独り占めしようか、それと
も人々と分かち合おうか。彼は覚
る。自分とは、欲望の流れである。
欲望によって作り上げられた想
像の数々である。欲望を静めると
き、虚偽の想像はなくなり、世界
構想が清められて、正しい知が起
こる。諸事物をみてこれがある、
これは何々というように見ると
き、これは私の何々、これは誰某
の何々、私のもの、他人のものと

いうように、私物化して見てしまうが、それを止めるとき、私達は
欲矢から解放され、智恵が生じ、「私には何々がない」といって、悲
しむことがない。

④マガダ王の勧誘　前線で戦うか出家か
マガダ国王のビンビサーラは、ゴータマに言う。「私の精鋭の軍隊と財宝をおまえにやろう。私の先陣となり世界を平和にせよ」と。ゴータ
マは答える。「私は出家をします。私達が欲しがるもろもろの魅惑物には患いのあることを見て、欲望を離れることこそ安穏であると見て修
行します」。これは後世の記述であるが事実の一端を示している。やがてシャカ族はコーサラ国に滅ぼされ、皆殺しにあったと伝わる。しか
しその時、少なくないシャカ族の人々は、ブッダが開いた出家共同体であるサンガに既に出家していて、燃え上がる故郷を悲痛の思いで遠
望した。勝つか負けるかではなく第三の道をブッダはつくったのである。●現代もし徴兵制が復活するなら私たちは銃を手にするのか。ベ
トナム戦争でもイラク戦争でも帰還兵が心を病み日常生活が困難になっている。彼らに徴兵拒否は困難であった。ブッダは出家という非暴
力の選択肢を開いた。

③生存と苦　ぶつかりあい奪い合っては悲嘆に沈む
ゴータマは、弓の名手であったと伝わる。本当に王子であったならば出陣は避けられない。
彼は言う。「武器を手にして人を殺そうとした時、私は恐怖でふるえ不安になった。人々は
生きるために互いに反目しぶつかり合い闘争している。私は平安な場所を求め遍歴したが、
どこにも安息所はない。その時である。私は人々の胸を貫く見えない矢を発見した。その
矢に突き飛ばされて人々はあちらこちらへと走り回り、ぶつかりあい奪い合い、悲嘆に沈む。
その矢を抜いたなら、人々はぶつかりあうこともないし、悲嘆に沈むこともない」。しかし、
実際に矢を抜き、平安を得るまでの道程は長い。●ゴータマの心理を知るために、ベトナ
ム戦争で海兵隊であったアレンさんの話を読んで欲しい。彼は人殺しをたたき込まれ、人
を人とみない見方を教わるが、やがて相手を人間と見る人間性を取り戻す。( 仏教入門２参照 )

⑨寂滅

⑧サンガ生活共同体　皆一緒に生きる場所をつくる
ブッダの功績は教説以上にサンガの創始である。彼は誰でも受け入れた。被差別者アウトカース
トの者、元罪人、亡命者など、生まれを問わず、過去を問わず一切を受け入れる再生の場所がサ
ンガであった。ブッダの所へ多くの悩める者が来た。子を失くしたゴータミ。人間扱いされなかっ
た職人ウパリ。娼婦アンバパーリー。盗賊アングリマーラ。彼はブッダに感化され刀剣を捨てて
出家を願った。ブッダは「さあ来なさい、修行者よ」と言った。これによって、かれは修行者の
資格を与えられた。多くの人々が出家するので、ビンビサーラ王は、罪人については制限しよう
としたほどであった。サンガは、王権から独立し非暴力、非差別を実現していた。その一方で、
私有財産は制限され、衣食住の住は共有であった。衣食も多くは皆で分け合っていた。そして何
よりも、一切所平等平安の境地を得ることが目的であった。

是非仏陀の庭へ

⑥
仏陀世界

❶生きる苦悩敵を殺す

❷敵への共感敵にも痛みがある

❻生類の共生
あらゆる所にあらゆる人と

親和して一切所平等平安

❺我が抜苦見えない矢が突き飛ばす

❹人類への共感人々も和解したいと思
いながらぶつり合う苦

❸人類の苦悩人々もまたぶつかり合う

至福

敵を生み出す
我欲

妄想敵対

なぜ人類は、富める者と欠乏する者に分かれ

人と人、国と国が、仲良くできないのか

飢餓と人身売買・敵対のなくなる日は来るのか

共感するものは永遠を得る
保身に生きるは地獄を得る

ぶつかり合う人々の中で、ぶつからず
奪いあう人々の中で、奪わず
与え合う共感の人
人の痛みを知り、喜ばれる喜びに生き
あらゆる所にあらゆる人と楽しく
この世にもあの世にも不死を得る

仏陀は言う「私は敵を殺そうとして恐れた。相手の
痛みを感じたからである」ベトナム戦争海兵隊のア
レンさんは言う「私は敵を殺すたびに吐いた。人間
を殺すことは出来ない」敵を殺すために相手は人間
でないと思い込む練習をしたことを恥じる。

どこを探しても自分より愛しいものを見出さなかっ
た。そのように誰にとっても自分が愛しい。人間は皆
一緒である。同じように痛み、同じように悲しむ。

見よ、人々はぶつかり合い奪い合う。あたかも少ない水に居
る魚たちが何も知らずにぶつかり合うように。私はこの苦悩
を見過ごすことができなくなった。慈悲の心が出たのだ。

思いやりの心をもつものは私だけではない。みな同様に救
われたい、救いたいと思っている。ここに救済の糸口がある。

私は自分に刺さる見がたい矢を発見した。この矢に突
き飛ばされて、私たちは右往左往しぶつかり合う。こ
の矢を抜けばぶつかり合い奪い合うことはない。

自分の苦を乗り越え
他者の苦を共感し合い

永遠の命を得る親和連帯

仏
教
偈　
　
　

1990

年
作　
　

　
　生

き
る
と
は
苦
し
み
で
あ
る
。

原
爆
が
炸
裂
し
、
肉
が
溶
け
、
心

が
呻
吟
し
た
。

力
や
幸
運
を
持
ち
合
わ
せ
た
も
の

は
、高
級
車
に
海
外
旅
行
を
重
ね
、

生
活
困
窮
者
は
、
我
が
子
を
飢
え

さ
せ
明
日
を
知
れ
ぬ
日
を
送
る
。

夫
が
交
通
事
故
に
あ
い
、
そ
の
日

か
ら
家
庭
は
底
辺
の
生
活
に
な
っ

た
。

人
は
、
動
物
実
験
を
す
る
。
人
体

実
験
を
。
拷
問
を
。
そ
し
て
我
が

身
は
痛
ま
な
い
。

生
物
世
界
は
、
弱
肉
強
食
、
食
い

合
い
、
傷
つ
け
合
い
の
世
界
で
あ

る
。

生
命
は
、
自
分
を
保
持
す
る
物
、

食
物
、
空
気
、
重
力
、
自
然
、
地

球
、
太
陽
、
宇
宙
が
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
。

生
命
は
、
他
の
生
命
を
食
わ
ず
に

は
生
き
て
い
け
な
い
。

生
命
は
、
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い

け
な
い
。

生
命
の
歴
史
、
人
の
歴
史
は
、
殺

戮
と
、
恐
怖
と
、
残
酷
と
、
悲
惨

の
歴
史
で
あ
る
。

生
命
は
、
絶
え
ず
不
安
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。

人
は
、
飢
え
に
苦
し
む
。

人
は
、
病
気
に
な
る
。

人
は
、
老
い
る
。

人
は
、
恐
れ
る
。
誰
か
が
襲
っ
て

く
る
。
こ
の
自
分
の
よ
う
に
小
心

で
凶
暴
な
奴
が
。

人
は
、
常
に
周
囲
を
気
に
し
、
将

来
を
恐
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

人
は
、い
つ
も
不
満
に
襲
わ
れ
る
。

人
は
、
よ
り
心
地
の
よ
い
も
の
を

欲
し
が
る
。よ
り
美
味
し
い
も
の
、

よ
り
美
し
い
も
の
、
手
触
り
の
よ

い
も
の
、
刺
激
的
な
も
の
、
贅
沢

品
を
欲
し
が
る
。

人
は
、
他
人
と
比
べ
て
、
勝
っ
た

負
け
た
と
意
識
し
無
意
識
に
思

い
、
嫉
妬
す
る
。

人
は
、
得
る
に
し
た
が
っ
て
飽
き

る
。

人
は
、
自
分
に
安
ら
ぐ
こ
と
が
で

き
な
い
。
物
で
心
を
満
た
そ
う
と

す
る
。

他
人
の
目
を
気
に
し
、
人
に
認
め

ら
れ
て
安
心
し
よ
う
と
す
る
。

人
は
、
今
、
現
在
の
自
分
を
楽
し

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

人
は
、
競
争
す
る
。

人
は
、
必
要
以
上
に
他
人
に
勝
と

う
と
す
る
。

人
は
、
他
人
を
支
配
し
よ
う
と
す

る
。

人
は
、
自
分
の
支
配
領
域
を
拡
大

し
続
け
る
。
所
有
を
増
や
す
、
奢

る
心
を
太
ら
せ
る
。

人
は
、
時
々
、
他
人
の
不
幸
を
喜

ぶ
。

人
は
、
他
の
心
を
も
て
あ
そ
ん
で

自
分
の
心
を
慰
め
る
こ
と
が
あ

る
。

生
命
は
、
自
分
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

自
分
を
理
解
す
る
こ
と
さ
え
難
し

く
、
制
御
す
る
こ
と
は
な
お
さ
ら

で
あ
る
。

人
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
を

満
足
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
で
あ
り
、

自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
、
自
分

が
何
者
か
、
で
は
な
い
。

人
は
、
自
分
の
正
体
を
知
ら
ず
に

活
動
す
る
、煩
悩
の
手
下
で
あ
る
。

人
は
、
食
欲
や
性
欲
の
起
こ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
て
も
、
自
分
で
欲

を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
欲

は
勝
手
に
起
こ
り
、
我
々
は
、
た

だ
、欲
を
満
た
そ
う
と
駆
け
回
る
。

人
が
、
意
識
で
き
る
の
は
、
私
や

世
界
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
過
ぎ
な

い
。

私
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
私
の
欲

が
駆
け
抜
け
た
軌
跡
の
み
で
あ

り
、

欲
の
手
先
と
な
っ
た
私
が
突
き
当

た
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
み
で
あ

る
。

心
は
、
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
に
受

け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
い
。

心
は
、
世
界
を
二
分
し
自
分
や
自

分
の
味
方
を
、
良
い
も
の
と
見
よ

う
と
す
る
。

心
は
、
敵
や
一
度
過
ち
を
し
た
者

を
、
悪
く
見
よ
う
と
す
る
。

心
は
、
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
を
認

め
よ
う
と
し
な
い
。

心
は
、
自
分
の
自
尊
心
や
、
潔
癖

心
を
守
ろ
う
と
、
嘘
の
自
分
と
嘘

の
世
界
を
描
く
。

心
は
、
自
分
の
都
合
の
よ
い
世
界

観
に
沿
っ
て
物
ご
と
の
善
し
悪
し

を
決
め
つ
け
、

う
ま
く
い
く
と
自
分
や
味
方
の
手

柄
と
見
、
調
子
が
悪
い
と
人
の
せ

い
に
す
る
。

心
は
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
実
は
、
ど
こ
か
に

壁
を
作
り
、
敵
を
作
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
自
分
の
汚
い
部
分
を
な

す
り
つ
け
る
自
己
免
罪
の
為
の
ス

ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
を
つ
く
り
だ
す
。

し
か
し
、

人
は
、
自
分
を
知
る
手
が
か
り
を

も
っ
て
い
る
。
過
去
を
照
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。

自
分
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き

る
。
次
の
一
歩
を
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

利
己
心
が
強
い
一
方
、
自
分
に
引

き
当
て
て
他
者
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
持
っ
て
い
る
。

飽
く
な
き
欲
望
の
一
部
に
向
上
心

が
あ
る
。

だ
か
ら
、

自
分
を
良
く
知
る
こ
と
で
あ
る
。

す
べ
て
は
、
自
分
の
考
え
た
世
界

な
の
だ
か
ら
。

自
分
の
考
え
方
、
湧
き
出
る
欲
望

を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

自
分
の
、
意
欲
を
変
え
る
こ
と
、

深
い
深
い
自
分
を
変
え
る
こ
と
で

あ
る
。

行
動
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

自
分
と
は
、
深
い
深
い
自
分
と
、

世
界
の
無
尽
の
か
ら
み
あ
い
の
者

で
あ
る
と
知
っ
て
、
自
分
を
変
え

る
と
と
も
に
世
界
に
正
し
く
働
き

か
け
、
あ
ら
ゆ
る
命
の
調
和
の
た

め
に
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。

思
う
と
は
、
自
分
の
世
界
＝
体
内

の
中
で
正
し
く
行
動
す
る
こ
と
。

行
動
す
る
と
は
、
実
世
界
＝
宇
宙

の
中
で
他
と
自
分
と
を
正
し
く
結

び
付
け
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

つ
ま
り
、

生
命
は
、
無
反
省
に
そ
の
ま
ま
生

き
た
の
で
は
他
者
を
苦
し
め
自
分

も
苦
し
む
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
不

幸
な
生
き
物
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
苦
し
み
は
、
そ
の

ま
ま
耐
え
忍
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
自
己
を
作
り
変
え
、
世
界
の

仕
組
み
を
作
り
変
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
無
く
し
て
い
け
る
も
の
で

あ
る
。

苦
し
み
は
克
服
で
き
る
。

「
だ
れ
ひ
と
り
不
幸
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
目
標
の
も
と

に
皆
が
身
を
投
げ
出
し
て
努
力
す

る
こ
と
こ
そ
、
仏
の
示
さ
れ
た
無

上
の
道
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
に
こ
そ
、
身
を
震

わ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
生
命
の

高
ま
り
が
あ
る
。

こ
の
感
動
こ
そ
、
生
存
の
苦
し
み

を
乗
り
越
え
る
唯
一
の
方
法
で
も

あ
る
。

そ
れ
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
宝
が

我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
よ
う
か
。

最
高
の
宝
と
は
、
自
分
で
自
分
を

越
え
る
こ
と
、
世
界
を
変
え
る
こ

と
で
あ
る
。

命
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
皆
、
宇
宙

の
運
命
を
背
負
っ
て
い
る
。

神
も
仏
も
い
な
い
、
だ
か
ら
私
が

仏
に
成
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
私

か
あ
な
た
が
仏
に
な
っ
た
と
き
、

は
じ
め
て
仏
は
居
た
こ
と
に
な

る
。
仏
は
居
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
居
る
。常
に
私
達
の
心
の
中
に
。

仏
と
は
、
我
が
心
で
あ
る
、
我
が

身
で
あ
る
と
。

そ
れ
以
外
に
は
、
我
々
は
、
何
も

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
が
す
べ
て
な
の
で
あ
る
。
供

養
と
は
た
だ
ほ
と
け
を
拝
む
こ
と

で
は
決
し
て
な
い
。
人
の
心
が
わ

か
る
こ
と
。

人
の
痛
み
、
情
け
が
分
か
る
事
で

あ
る
。

そ
れ
は
、
仏
の
マ
ン
ト
ラ
＝
血
の

流
れ
＝
仏
の
心
を
こ
の
世
に
あ
り

あ
り
と
事
実
あ
ら
し
め
る
こ
と
で

あ
る
。

生
き
る
と
は
、
自
分
を
変
え
る
こ

と
で
あ
る
。
自
分
を
幸
せ
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

心
の
底
か
ら
自
分
を
し
あ
わ
せ
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
。
あ

あ
よ
か
っ
た
と
。
ほ
ん
と
に
よ

か
っ
た
と
。

心
の
底
か
ら
。

君
に
は
聞
こ
え
る
か
。
あ
の
人
の

心
の
疼
き
が
。こ
の
心
の
痛
み
が
。

聞
こ
え
な
け
れ
ば
何
度
生
死
を
繰

り
返
し
て
も
、
生
ま
れ
死
ん
で
も

が
い
て
も
、
真
に
生
き
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
た
だ
苦
し
み
楽
し

ん
だ
こ
と
が
残
る
だ
け
。

そ
れ
で
い
い
の
か
。生
き
る
と
は
。

各地平和の祈りと証言聞き取り
ビルマモーケン族支援ビルマカレン難民キャンプ支援

中国四川地震救援と少数民族支援

カレン人戦争孤児宿舎支援
大戦の教訓は、決して殺さないことである
不殺生と不偸盗・ぶつかり合わず奪い合わない
戦後記念、東南アジア貧困解消と友好平和活動

詳
し
く
は
仏
教
入
門
２
３
４

を
お
読
み
く
だ
さ
い

現
在
、
あ
る
人
々
は
国
防
軍
の
強
化
と
大
国
と
の
共
同
軍
事
行

動
へ
の
参
加
を
説
く
。
つ
ま
り
憲
法
九
条
の
改
正
や
軍
事
大
国

化
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
つ
か
来
た
道
で
は
な
い
か
。
そ
の
時
は

誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に
そ
れ
は
仏
陀
が
い
う
ぶ
つ

か
り
あ
い
の
道
で
あ
る
。
そ
の
道
で
は
な
く
、
第
三
の
道
が
あ

り
そ
れ
を
希
求
す
べ
き
こ
と
を
仏
陀
は
示
し
て
い
る
。
私
達
は

も
っ
と
も
っ
と
一
切
所
平
等
平
安
の
為
に
努
力
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

⑩アショーカ王の反省と帰依　仏教興隆と新時代
アショーカ王は、インドを統一するために全ての敵と多くの人を殺し、川が死体と血で満ちている
のを見て、殺戮を深く反省したという。そして不殺生を誓い、仏教に帰依した。それはブッダの滅後、

100 ～ 200 年のことである。既に、ブッダは武器を取ってぶつかり
あうことの非情さを前にして、自分の欲望をコントロールし、諸人と
親和して平等平和であることを説いていたが、アショーカ王は、殺戮
の後になってやっとその思いに至る。殺戮をしては反省して平和を説
き、平和ぼけしてはまた殺戮して後悔する。人類はこの繰り返しに呪
われている。これこそ輪廻というにふさわしく、ブッダの言う大洪水
である。日本が今有する憲法こそも、大東亜共栄構想という欲望によ
る虚妄妄想の殺戮の末に至った境地である。「私達は平和を愛する諸
国民の思いを信頼し、再び戦争の惨禍のないように不断の努力をして
いく」。その趣旨はこうである。そのことをブッダは 2500 年前に説
いている。そして夥しい堂宇と仏像が立てられ、夥しい人々が戦争で
死に奪い合いに苦しんでいる。堂宇は完成しても、ブッダ再来は遠い。

ブッダと弘法大師　　共感こそ自我を破り永遠の命を得る唯一の通路である

　
　
　

理り
し
ゅ
き
ょ
う

趣
経
百
字
の
偈

至
福
へ
の
力
あ
る
菩ひ
と

薩
は
独
り
平
安
に
耽た
ん
で
き
溺
せ

ず
、
全す
べ

て
の
有う
じ
ょ
う情
が
救
わ
れ
る
日
を
夢
見
て
、

人
々
と
苦
く
る
し
みを
共
に
す
る
。

心
に
描
く
こ
と
も
働
き
か
け
も
仏
陀
の
智
慧
を

得
る
な
ら
、
行
く
べ
き
道
を
正
し
く
選
び
、
欲

望
を
制
し
て
、
傷
し
ょ
う
が
い
害
な
く
苦
し
み
を
離
れ
る
。

一
切
の
苦
を
除
く
清
し
ょ
う
じ
ょ
う
浄
な
る
修
行
を
目も
く
て
き
的
と
す

る
か
ら
、
世
俗
に
塗ま
み

れ
て
も
戒ビ
ナ
ヤ律
を
犯こ

え
ず
、

自じ
は
つ
て
き

発
的
に
生
き
る
喜
び
に
満
ち
る
。
泥
に
咲
く

蓮
の
よ
う
に
、
欲
望
と
罪
悪
の
汚お
で
い泥
に
呼
吸
し

な
が
ら
、
そ
れ
を
改
変
し
て
安
楽
を
咲
か
せ
る
。

人
々
を
平
和
に
し
幸
福
に
す
る
目
的
に
生
き
る

者
は
、
闘と
う
そ
う
が
き

争
餓
鬼
の
六
道
の
な
か
に
あ
っ
て
、

ぶ
つ
か
り
合
わ
ず
、
奪
い
合
わ
ず
、
罪
と
苦
し

み
を
作
ら
ず
永
遠
で
あ
る
。

世
界
平
和
へ
の
意
思
は
大
欲
で
あ
り
、
大
安
楽

へ
と
到
る
。
そ
の
意
思
力
こ
そ
、
欲
の
世
界
、

物
の
世
界
、
意
識
の
有
無
を
問
わ
ず
、
国
境
や

宗
教
や
差
別
や
、
あ
ら
ゆ
る
障
し
ょ
う
へ
き
壁
を
超
え
て
、

あ
ら
ゆ
る
所
に
自じ
ざ
い在
を
得
る
。
我
が
身
を
顧
か
え
り
みみ

ず
、
勇ゆ
う
も
う
か
か
ん

猛
果
敢
に
、
そ
の
目
的
を
実
現
し
て
倦う

ま
な
い
。

梵
文
と
漢
訳
よ
り
住
職
訳

遍
路
一
二
〇
〇
年
記
念
よ
り

弘
法
大
師
と
遍
路
創
始
三
郎

七
転
び
八
起
き
と
い
う
。

転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
。
何
も
損

得
の
話
で
は
な
く
、
人
生
の
苦
難
を
ど
う

生
か
す
か
で
あ
る
。

弘
法
大
師
は
一
八
才
で
遍
路
に
出
る
。
大

学
へ
の
立
身
出
世
を
貴
族
に
阻
ま
れ
、
家

出
し
て
の
放
浪
者
の
逃
避
行
で
あ
っ
た
と

本
人
が
記
す
（
詳
し
く
は
仏
教
入
門
４
）。

進
退
窮
ま
り
途
方
に
暮
れ
、
辺
境
を
浮
草

の
よ
う
に
流
れ
て
、
町
で
は
人
々
に
糞
尿

を
投
げ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
同
じ
よ

う
な
抜
け
人
僧
侶
と
衣
食
を
恵
ん
で
く
れ

る
や
さ
し
い
人
は
恩
人
で
あ
る
と
記
す
。

そ
も
そ
も
自
分
の
一
族
の
繁
栄
の
た
め
に

粉
骨
砕
身
し
て
努
力
し
た
弘
法
大
師
で
あ

る
が
、
遍
路
で
貧
し
く
も
心
の
温
ま
る

人
々
に
出
会
っ
て
、

自
分
だ
け
が
幸
福
に
な
ろ
う
と
す
る
立
身

出
世
を
恥
じ
る
。

こ
れ
は
人
生
の
転
機
で
あ
る
。
自
分
だ
け

好
け
れ
ば
良
い
と
い
う
自
分
を
恥
じ
て
、

心
の
優
し
い
人
々
と
共
に
歩
む
こ
と
を
決

意
す
る
の
で
あ
る
。

弘
法
大
師
は
宣
言
す
る

谷
響
き
を
惜
し
ま
ず
明
星
来
影
す
、
自
他

兼
ね
て
救
済
の
道
志
す

今
ま
で
の
苦
し
み
は
無
駄
で
は
な
く
、

希
望
が
来
た
。
自
分
も
他
人
も
共
に
幸

福
に
な
る
道
が
あ
る
の
だ

さ
て
、
そ
の
後
を
慕
う
遍
路
の
人
に
衛
門

三
郎
が
あ
る
。
彼
も
ま
た
弘
法
大
師
の
道

に
足
を
重
ね
、
人
の
痛
み
を
知
り
皆
一
緒

に
幸
福
に
な
る
道
を
獲
得
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
遍
路
再
生
と
い
い
、
そ
の
玉

の
石
を
寺
宝
と
し
て
い
る
。

仏教再生
仏陀の肉声

最古層の経典の変遷
スッタニパータからサ
ムユッタニカーヤへ

特に
「武器を手にしての経」
が仏陀の肉声であること

を示し
仏教の本質に迫る

// 少水にぶつかりあう魚たちのように
無我夢中で相手を殺そうとして

恐怖が起こった //

詳しくは
仏教入門４へ

インドグランプリ作家三人の競作
仏陀の庭と新館で展示中


